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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
良く
なっている

家電量販店（営
業統括）

単価の動き ・依然として客は価格にシビアであることから、商品
単位の利幅は広がっていないものの、ＡＶ商品を中心
に高額商品の動きが活発である。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・３か月前は、カード売上が前年比５％ほどだった
が、10月は10％に近づきつつある。

スーパー（統
括）

販売量の動き ・消費税総額表示が落ち着いてきた影響もあるかもし
れないが、10月の販売量は増加しており、前年比でも
微増で推移していることから、やや良くなっている。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新型車が販売され､受注量が伸びている。

その他専門店
［眼鏡］（店
員）

来客数の動き ・新製品案内のＤＭ等の販売促進策により、来客数が
増加している。高価格商品でも、品質が良く客が納得
すれば購入に結び付いている。

その他専門店
［燃料］（売場
主任）

お客様の様子 ・燃料油が値上がりしている割には、販売量が増加し
ている。暖房用の灯油も単価は高くなっているが、値
段についてとやかく言う客は少ない。建設関係も、仕
事が出てきて、結構忙しそうである。
・９月に１件、10月に１件、当地区のガソリンスタン
ドが閉店している。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・度重なる台風や新潟中越地震の影響もあるものの、
旅行の問い合わせや受注量が多く、手配が追いつか
ず、取り込めなかった仕事もいくつか出ている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・利用客数が増加しているのか、乗務員が集まらず求
車が増加しているのかは分からないが、10月に入り、
売上が回復している。

タクシー運転手 来客数の動き ・客からの電話が増え、今までは３回線で電話を受け
ていたが、現在は４回線に切り替えている。仕事は忙
しい。

通信会社（経営
者）

単価の動き ・インターネットプロバイダーをしているが、客は単
なる月額料金より、サービスを重視して選択するよう
になっている。

設計事務所（所
長）

それ以外 ・全体的な動きは依然として停滞気味であるものの、
計画してきた案件が実現したため、やや良くなってい
る。

変わらない 一般小売店［衣
料・雑貨］（経
営者）

お客様の様子 ・台風が去った後は、ようやく秋の気候となり、寒さ
も戻っているため、ジャケットやセーター類が一気に
売れ始めている。厚物も動き始めている。上質な物が
売れている感がある。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

お客様の様子 ・プロ野球の優勝セールでは、来客数は増加したが、
サービス品の購入が多く、売上は伸びない。しかし､
創業祭と優勝セールを一緒に開催した店舗では相乗効
果が出ており、単価は低いものの売上は大きく伸びて
いる。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・10月は悪天候、特に台風の影響で来客数がかなり減
少している。また、地震の発生で、客の購買意欲が低
下しているように感じる。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・気温が低くなり､コート等の需要が高まってきてい
る。客は必要なものは買うが､それ以外のものについ
ては、財布のひもが固い。

百貨店（総務担
当）

単価の動き ・50万円以上もする高級腕時計が売れる一方で、秋冬
物衣料が概して伸び悩み、全体を押し下げている。

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・10月は前年同月と比べて土日が各１日多いという好
条件にもかかわらず、度重なる台風の直撃や新潟中越
地震の心理的影響もあってか、売上が低迷している。
好調だった都心の旗艦店も前年を下回る模様である
が、紳士物は元売場、バーゲン会場ともに健闘してい
る。一方、婦人や家庭用品、食品は苦戦している。

家計
動向
関連



百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・10月は売上増加策を集中的に実施したものの、同業
他社の改装オープンや天候の不順等の影響を受け、非
常に厳しい状況である。売出しの前半は客も多く、売
上増となるが、後半は宣伝効果が薄れるにつれて、売
上が落ち込む傾向にある。他社の売出しとのタイムラ
グにより、限られた顧客が流動化し、週の中でも集中
して売れる時期と売れない時期が発生している。台風
の影響等を除くと、若干の増加とはなっているが、天
候不順のマイナス影響をカバーするには至っていな
い。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・秋のリニューアルオープン後も来客数は増加してい
るが、買上には至らず、新規顧客へのアピールが弱
い。週末に台風や地震に見舞われ、既存の優良客の来
店も控えられたことが大きい。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・10月は台風、長雨と天気が悪く、来客数が少ない。
野菜が高く、野菜の売上は上がっているが、利益は厳
しい。昨年は米が高値で売れていたが、今年は平常に
戻っているので、昨年に比べてだいぶ落ちており、全
体としては厳しい状況で変わらない。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・10月の台風の前後は、食料品を中心に販売量は増え
たが、関東にも上陸したため、必要な食料品しか購入
せず、衣料品や家庭雑貨品の販売量が落ちている。生
鮮品は前年をクリアしている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・10月の来客数は昨年を大幅に下回る91％となってい
る。台風や新潟の地震など、マイナス要因が多すぎ
る。

スーパー（店
長）

それ以外 ・青果物は台風等の災害により価格が高騰しており、
客の購入単位も少なくなっている。逆に、冷凍野菜や
野菜ジュース等の代替商品の需要は伸びているが、青
果の減少分をカバーするほどではない。

コンビニ（経営
者）

競争相手の様子 ・当店の立地地区は、まだ上向く要素のある地区であ
るが、８月下旬に大手食品スーパー、９月にコンビニ
業界３番手のチェーン店が100メートル以内に開店し
ており、競争も激しい。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・10月は台風の上陸や気温の変化等があり、天候不順
に左右されやすい衣料品は、単価を下げて対応してい
る。また、客の来店を促進するため、今春から扱い始
めた健康食品をアピールした結果、来客数が増加し、
商品回転も良くなってきている。

家電量販店（営
業部長）

販売量の動き ・ＡＶ、家電製品は引き続き好調であるが、パソコン
関連の不振は続いている。

乗用車販売店
（渉外担当）

販売量の動き ・10月の新車販売台数は予算達成率89％の見込みであ
る。前年同月比は21.3％増であるが、ファミリー層を
対象にしたミニバン発売を考慮すると、物足りない。
新型車は売れても、その分他が減少する状況が続いて
いる。
・中古車の売上台数は、予算達成率93.5％の見込みで
あり、前年同月比5.5％減となっている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・３か月前と同様、来客数はあるものの、即決は少な
く、客は安い販売店を見て回っているようである。

その他専門店
［キャラクター
グッズ］（従業
員）

販売量の動き ・前年比で１～1.5割程度の落ち込みに変化はなく、
厳しい状況が続いている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数が伸びる週末に台風等の影響があり、来客数
が減少している。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・ホテル内のレストランでは、今までにない珍しいメ
ニューや食欲をそそるメニューであれば、少々単価が
高くても消費に結び付いている。ただし、街のレスト
ランとの競合が激しく、来客数は減少している。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・受注はそれほど変わっていないが、このところの台
風と新潟の地震により、客が被害を受けたり、予定し
ていた旅行が中止になったりしている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・10月は台風や雨の日が多いため、タクシーの利用客
も多く、忙しい時間帯もある。売上は多少増加してい
る。



タクシー運転手 お客様の様子 ・10月は、台風を始め悪天候で早く家に帰る人が多い
ため、駅待ちをしていたが、夜遅くなると客足は少な
い。全体の景気が上向いているのは確かだが、タク
シー業界の景気はまだ良くない。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・注文金額の小さい案件がまだ多い。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・デジタル家電の売行きが少し落ち着いたのか、デジ
タル放送への切替えが一段落している。

遊園地（職員） 競争相手の様子 ・台風や地震等で、レジャー業界では客の動きが出て
いないことが心配である。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（職
員）

販売量の動き ・アミューズメント施設は、客単価や来客数の減少が
顕著になっている。新製品が少なく、ＵＦＯキャッ
チャー等に代表される景品ゲームの景品の陳腐化によ
るものかもしれない。

住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・住宅の分譲業務は販売量も伸びず、価格も非常に低
い状態で停滞している。工事請負業においても、量、
価格ともに低迷したままで、利益の出ない状況がずっ
と続いている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・ユーザーが価格優先で決定する傾向が変わっていな
い。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量は多少の増減はあるが、この数か月は、ほぼ
変わらない水準で推移している。一次取得の多い一戸
建て分譲物件は、若い世代に好調だが、建て替えは様
子見か総額の安いリフォームに流れている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・３か月前は、年内に新しい家に住もうという人で動
きがあったが、10月は動きが一段落している。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今年は大きな台風が上陸する回数が多く、ここにき
て新潟中越地震が発生し、客は不要な物は買わないよ
う徹底している様子が見受けられる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客は本当に欲しい物しか買わず、高額品が売れる様
子もない。

商店街（代表
者）

それ以外 ・猛暑に続き、台風が連続して上陸し、更に新潟県中
越大震災が発生するなど、悪条件に左右されている。
特に衣料関係の業種においては、猛暑の感覚が未だに
残っている上に、地震が発生し、売上にだいぶ影響し
ている。

百貨店（販売促
進担当）

それ以外 ・台風、雨、地震などの天災が売上や客の来店に大き
く影響している。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・食料品以外の商品が、全体的に低迷している。以前
は婦人、紳士服の売上が厳しく、服飾雑貨や生活雑貨
が堅調であったが、10月は天候の影響もあり、売上が
減少している部門が増えている。

百貨店（統括） お客様の様子 ・天候不順のため、特に月前半の来客数が大幅減で、
売上も前年割れの状態である。後半は創業記念のバー
ゲンを大規模に展開し、価格訴求品を求める客の来店
はあったものの、アパレル商材や正規価格品が全く振
るわず、苦戦の最大要因となっている。特に、婦人
コートの動きが弱い。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・野菜の価格が高いことも影響しているのか、販売量
が減少している。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・10月初旬は気温が高く、昨年のセール与件もある
が、秋物衣料が不振である。衣料全体の来客数も20％
減と、非常に厳しい。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・この時期は例年であれば夏と比べて客単価が上がる
が、今年は上がっていない。

乗用車販売店
（営業担当）

単価の動き ・スモールカーや軽自動車など、単価の低い車種が販
売の中心となっている。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・10月は天候不順及び台風の上陸で、予約のキャンセ
ルが相次ぎ、３か月前の７月と比べて来客数が170名
程度減少している。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・残暑後の食欲の秋も、台風、地震が相次ぎ、宴会の
キャンセル等、景気回復に水を差す状態である。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・ビルの中からテナントが近隣に引っ越したというよ
うな要因もないが、９月の終わり以降、来客数が極端
に減少している。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・石油の高騰と地震が影響している。



旅行代理店（従
業員）

単価の動き ・宿泊数、単価は伸びていない。単価については、値
下げ要請が非常に強まっている。

タクシー（団体
役員）

来客数の動き ・流し営業をしても､駅に入っても､たくさんの車で飽
和状態である。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・放送については、新築一戸建ての加入は増加してい
るが、既存一戸建ての加入は激減している。通信の加
入件数は、前月に増して厳しい状況である。

その他レジャー
施設（経営企画
担当）

お客様の様子 ・数万人単位を集客する大型イベントの開催が激減し
ている。顧客ニーズが多様化していることに加えて、
消費マインド自体も低迷基調にある。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・競争相手の様子を見ると､営業を辞めている事務所
が徐々に出てきている。単価も非常に低くなってい
る。

悪く
なっている

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

来客数の動き ・文具は、例年10月から手帳などの季節商品が売れ始
めるが、今年は売行きが悪い。10月は台風等、天候不
順があるとともに、まだ暖かく季節感がないため､年
末が近づいている実感が客にない。

百貨店（広報担
当）

それ以外 ・２回の台風襲来によって、売上が大打撃を受けてい
る。特に、３連休の初日である10月９日の売上は、前
年の半分以下であった。また、新潟県中越地震の報道
によって、消費マインドが生活防衛型に変わる懸念も
生じている。

百貨店（営業企
画担当）

お客様の様子 ・来客数の伸び率に対し、売上伸び率が落ち込んでお
り、購買意欲の減退が顕著である。特に、秋物の主力
アイテムである婦人のジャケットの伸び率が非常に悪
く、従来以上に消費意欲が減退している。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・10月は販売の見込める日がすべて雨で、来客数が極
端に落ち込んでいる。売上は予算比、昨年比ともにク
リアできておらず、非常に厳しい。また、台風の影響
による野菜の相場高も来客数に響いている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数が減少し、昼も夜も客が来ない。客の給料が
減り、ボーナスが出ていないようである。

タクシー運転手 来客数の動き ・３か月前は、駅前に人が多かったものの、最近は非
常に減少しており、タクシーの利用客も減少してい
る。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・10月は週末がすべて雨という最悪の展開であり、来
客数が激減している。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・台風や地震などがあり、客が金を使わない。

良く
なっている

その他サービス
業［ディスプレ
イ］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今までになかったような、セールスプロモーション
のイベントの受注や問い合わせが増加している。

やや良く
なっている

食料品製造業
（関連会社担
当）

受注量や販売量
の動き

・台風や地震などの自然災害の影響で判断しづらい
が、全体的にみて多少上向き傾向にある。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・売上は７月比110％となり、９月決算期による前倒
し分を引いて考えても、好転している。

建設業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・連続して上陸する台風の影響もあり、営繕関係の引
き合いが増加している。

輸送業（財務・
経理担当）

受注量や販売量
の動き

・宅配関係の物量が増加している。

金融業（審査担
当）

取引先の様子 ・製造業の業績回復に伴い、資金需要も回復傾向にあ
り、貸出残高が増加に転じている。

不動産業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・住宅、工業用地の受注が、多少増加している。

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・新規の入居希望テナント情報が活発に入ってきてい
る上に、賃料の下げ止まり傾向もはっきりしてきてい
る。

変わらない 出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・価格競争に下げ止まり感はあるが、低迷している状
況が続き、上昇する気配は感じられない。印刷以外
に、印刷物の画像データ保存用ＣＤ（ＰＤＦ）制作の
依頼が少しずつ伸びて、売上が前年同月を下回ること
はない。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・既存の得意先の仕事は減少しているが、液晶関係の
設備部品が多くなってきている。ただし、これらが新
規取引先になるまでには時間がかかりそうである。

企業
動向
関連



一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注はかなり増加しているが、新規立ち上がりのも
のなので、実入りは少ない。ただし、だいぶ忙しく
なってきている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・新製品を出しても、客は良いとは認めるものの、購
入にはつながらず、従来からある性能は悪いが価格が
安い商品が売れている。これでは金のかかる技術開発
意欲がそがれてしまう。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・数か月前より引き合い等のペースが落ち始めてい
る。

建設業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・少ないながらも、一時より受注件数が増加してい
る。

輸送業（経営
者）

競争相手の様子 ・原油価格の高騰を、運賃に転嫁できない。

広告代理店（従
業員）

取引先の様子 ・新製品の発売予定があっても、客は思ったより宣伝
等を行っていない。

社会保険労務士 取引先の様子 ・会社が倒産する状況が、周辺で依然として続いてい
る。

やや悪く
なっている

繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・国内での企画生産は採算が取れないため、中国や韓
国での企画生産ものを仕入れ、コストを下げているた
め､冬物の国内の生産状況は厳しく、取引が少ない。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・安定した荷物の供給がなく､燃料も高騰している。

輸送業（総務担
当）

それ以外 ・燃料の度重なる値上げで、採算面で非常に苦しい。
トラック運賃に転嫁することもできない状態である。
今後また燃料等の値上げがあれば、人件費の大幅な見
直しをして、採算を取るしかない。

輸送業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・環境対策、安全規制への対応、燃料費の高騰による
経費の増加が避けられず、その上、運賃が低迷してお
り、収益を圧迫している。人件費やその他経費を抑え
るのも、限界にきている。

その他サービス
［建設機械リー
ス］（経営者）

取引先の様子 ・同業者の規模縮小の話が目立っている。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・コールセンター内のインバウンド業務の派遣求人
が、数社で数十人あったものの、派遣スタッフが集ま
りにくい状況となっている。
・10月は損害保険会社から、台風の影響による災害派
遣スタッフ派遣要請が出ている。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・これから年末にかけての繁忙期に、短期の派遣ス
タッフ利用を考える企業が例年より多い。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・９月の新規求人は前年比23.7％増加し、パートにつ
いては50.6％の大幅な増加となっている。

学校［専修学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・10月の求人数が、昨年同月比で20％程増加してい
る。

学校［短期大
学］（総務担
当）

求人数の動き ・10月に入り、企業からこれから求人票を送付して良
いか、あるいは、説明会に是非参加させて欲しい等の
連絡が多くなってきている。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・上期の区切りで、10月は通常求職者が増加するが、
今年の求職者数は９月とほとんど変わらない。景気が
安定している。

求人情報誌製作
会社（編集担
当）

周辺企業の様子 ・食品関連の工場が集まる地区で年末年始のパート、
アルバイト求人を企画したところ、業種によって人員
の増減が極端である。特に、食肉関連会社では未だに
ＢＳＥ問題の影響を引きずっているという声もある。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は増加しているが、事務では派遣、製造では
請負といった有期雇用契約、非正規雇用求人が増加し
ているため、正規雇用を希望する求職者とのミスマッ
チがあり、就職になかなか結び付かない。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・サービス業のパート求人が増加したため、有効求人
倍率は上昇したが、その割に就職件数は増加していな
い。

民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・求人数は良くなってきているが、採用者数は、当社
の周辺では、極端に伸びてはいない。

雇用
関連



やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

○ ○ ○


